



























































得点 0～ 3 4～ 6 7～ 9 10～ 12 13～ 15 16～ 18 19～ 21 22～ 24 25～ 27 28～ 30
Aグループ 1.7％ 9.8％ 20.5％ 25.6％ 19.2％ 13.2％ 6.0％ 2.1％ 0.9％ 0.9％
Bグループ 2.5％ 12.9％ 27.7％ 30.5％ 15.1％ 6.9％ 2.5％ 0.6％ 0.9％ 0.3％





[B グループ ] 2 クラス計 318 名  
 グループ A と同じ指定テキストで授業を行った。テキスト以外に、類似問題プリントを
配布して授業を行った単元もあったが、演習時間は設定しなかった。授業回数は A グルー
プより 1 回多かった。  
[C グループ ]  383 名  
 キャリア科目を履修しなかった学生で受験希望した学生。  
2-2 試験結果  
( ) 体の得点構成  
【グループ別得点構成表】  
得点 0～ 3 4～ 6 7～ 9 10～ 12 13～ 15 16～ 18 19～ 21 22～ 24 25～ 27 28～ 30 
A ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1.7% 9.8% 20.5% 25.6% 19.2% 13.2% 6.0% 2.1% 0.9% 0.9% 
B ｸﾞﾙｰﾌﾟ 2.5% 12.9% 27.7% 30.5% 15.1% 6.9% 2.5% 0.6% 0.9% 0.3% 
C ｸﾞﾙｰﾌﾟ 11.2% 25.6% 30.3% 15.9% 9.4% 3.9% 2.3% 0.8% 0.5% 0.0% 
  A グ 234 名の平均正答率 40.0%（平均正答問題数 12.0 題／30 題中）  
    B グループ 318 名の平均生徒率 35.0%（平均正答問題数 10.5 題／30 題中）  
    C グループ 383 名の平均正答率 28.1%（平均正答問題数  8.4 題／30 題中）  
【グループ別得 フ】  
 
 最頻値は、A グループ・B グループとも 10～12 問正答と等しいが、B グループは 30.5%
と最も集中している。また、C グループはグラフをｘ軸正方向に 1 階級（1 つ右に）移す
と、その形状（度数分布）が B グループと酷似している。例えば、C グループの 0～3 点
の集団は 11.2%で B グループの 4～6 点の集団 12.9%と 2%程度の差でしかない。すなわち、
授業形式の B グループは C グループをそのまま約 7%(約 2 問分 )の得点力を向上させたよ
うにみえる。また、A グループは B および C グループと異なり散らばりが大きい (標準偏
差では A グループは 4.8、B は 4.3、C は 4.5)。A グループにはさまざまな成績の受験生が
存在するといえる。さらに、A および B グループには最頻値より右、すなわち成績優秀者

































1 定価・仕入値・利益（1） 54.3★ 53.1　 28.7　
2 定価・仕入値・利益（2） 45.3★ 43.7　 23.8　
3 数字ができる場合の数（1） 73.9★ 73.9★ 69.5　
4 数字が条件通りに並ぶ確率（2） 38.5　 39.6★ 31.1　
5 距離と時間から速さを求める（1） 83.3★ 72.3　 59.5　
6 出会うまでの時間を求める（2） 46.6★ 42.5　 35.8　
7 水を汲みだす能力と時間（1） 65.8★ 29.9　 17.2　
8 水を汲みだす能力と時間（2） 48.7★ 26.4　 24.0　
9 県の農産物生産額と割合の表（1） ◆ 65.4　 68.9★ 55.9　
10 県の農産物生産額と割合の表（2） ◆ 64.5★ 61.0　 50.4　
11 県の農産物生産額と割合の表（3） ◆ 47.9★ 40.6　 32.4　
12 2人の金銭のやり取り［清算］（1）　 62.4★ 61.9　 56.4　
13 2人の金銭のやり取り［清算］（2）　 15.4　 18.9★ 18.3　
14 約束記号による計算（1） 49.1　 50.3★ 42.6　
15 約束記号による計算（2） 25.9　 29.9★ 28.7　
16 集合［2要素］（1） 49.6★ 46.9　 37.1　
17 集合［3要素］（2） 30.8★ 24.2　 20.4　
18 集合［3要素］（3） 20.9★ 18.6　 10.4　
19 食塩水の濃度（1） 77.4★ 56.8　 30.8　
20 食塩水の溶媒［水］の重さ（2） 26.9★ 11.6　 8.9　
21 食塩水Aと食塩水Bの混合濃度（3） 19.7★ 13.2　 12.0　
22 条件文による4つの大小関係（1） 19.7★ 15.4　 15.7　














24 グラフの領域と読み取り（1） ◇ 26.5　 30.2★ 18.8　
25 グラフの領域と読み取り（2） ◇ 30.8★ 26.7　 22.7　
26 グラフの領域と条件の追加（3） ◇ 21.8★ 18.6　 17.8　
27 条件文と位置関係（1） ◆ 21.4★ 15.1　 17.8　
28 条件文と位置関係（2） ◆ 9.0　 8.8　 9.1★
29 フローチャート［手順］（1） ◆ 23.9★ 20.8　 18.3　
30 フローチャート［手順］（2） ◆ 9.0　 9.4★ 8.4　














 　問 1 が正答していなければ仕入値が得られず、そこから売値を求めるため、問 1 より正答率が高





































































として、「53 分 30 秒」、「53 分 3 秒」という選択肢を選ぶ学生も非常に多い。1/3 分＝20
秒、という単位の換算を演習で計 3 問実施したにすぎなかったが、その効果は確認できた。  
 水を汲みだす時、ポンプ P では 15 時間、P と Q では 10 時間かかる。問いに答えよ。  
問 7  ポンプ Q のみで汲みだすと何時間かかるか。【選択肢略】  
問 8 ポンプ P と Q で 6 時間汲みだし、残りを P で汲みだすと、最初から何時間かかるか。
【選択肢略】  
問 7    正答率 A=65.8% B=29.9%  C=17.2% 
  本問は、仕事算・水槽算水といわれる仕事の効率に関する問題で、汲みだす水量を 1 と
仮定し、ポンプ P、P＋Q の能力を求め、その差が Q の能力となることで問題を解いてい
く。演習では 3 回実施したが、正答率に大きな差が出た。それは、講義では水量を 1 では
なく 15(時間 )と 10(時間 )の最小公倍数の 30ℓ（リットル）と仮定して考えさせたからであ
る。さらに、演習では、答えが常に「〇〇時間」と整った値にならないように注意した問
題を演習では行っていた。この問題では、P の排水能力は 30 ℓ ÷15 時間＝2(ℓ /時間 )。P
と Q の合算した能力は、30 （ℓ）÷10（時間）＝3(ℓ /時間 )。よって Q の能力は 3－2=1(ℓ  
/時間 )。 30（ℓ）÷1（ℓ  /時間）＝ 30(時間 )。このように整数で考えられるが、テキストで
は、水量を 1 と仮定して解いて方法が紹介されている。P の能力は 1÷15 時間=1/15(/時間 )、




問 8    正答率 A=48.7% B=26.4%  C=24.0% 
  問 7 の能力の値をそのまま利用するので、3（ℓ /時間）×6（時間）=18（ℓ）  残りは 12 
ℓ でこれを P の能力の 2 ℓ /時間で割ると、6 時間となり、最初から 12 時間と求められる。
ただし、演習ではこのような複雑な問題は実施していない。問 7 の演習の効果として正答
率が向上していることが示唆された。  
 500 人を対象に 3 つのゲーム (P、Q、R)をしたことがあるかを調査したところ、P と Q
のどちらもしたことがあると答えた人は 80 人、P R のどちらもしたことがあると答え
た人は 60 人、P のみしたことがあると答えた人は 60 人であった。その 3 つのゲームを 1
つもしたことがない人は 190 人、さらにその 3 つともしたことがある人は 20 人であった。
このとき、問に答えよ。  
問 16  1 つまたは 2 つのゲームをしたことがあるグループは何種類あるか。【選択肢略】  
問 17  少なくとも 1 つゲームをしたことがあると答えた人は何人か。【選択肢略】  
問 18 P のゲームをしたことがある人は何人か。【選択肢略】  
問 16   正答率 A=49.6% B=46.9% =37.1%  
問 17   正答率 A=30.8% B=24.2%  =20.4% 
問 18   正答率 A=20.9% B=18.6%  =10.4% 
 演習では 2 要素の集合について 3 回実施した
が、このような 3 要素の集合を演習問題とした






















正答数 0 1 2 3 計
人数（人） 7 38 75 114 234
割合（％） 3.0 16.2 32.1 48.7 100










合計点 性別 3 8 10 11 12 14 15 16 17 21 23 25 27 29 30
1 男 〇
3 男 ● 〇 ●
3 男 〇 ● 〇
4 女 〇 〇 〇 〇
4 女 〇 ● ● 〇
5 男 ● ● 〇 〇 〇


















正答率 標準偏差 正答率 標準偏差 正答率 標準偏差
男子 40.2％ 5.0 36.5％ 5.0 30.5％ 4.9
女子 39.2％ 4.7 33.6％ 3,6 26.0％ 4.0


































3-1 宿題の効果  
 2016 年後期授業の神奈川県内の短期大学のキャリア科目の 2 クラスに、9 月 17 日 (土 )
～12 月 17 日 (土 )までの 12 回の講義で A4 両面の宿題 (問題数は 20～47 題 )の課した。宿題
内容は、当日の授業内容及び既習内容である。図は 12/17 の 12 回目の宿題である。この
宿題は 9 回目の講義から、順列・組合せ、確率を指導しているため、宿題全体のうち、そ













の 問 ( お も て 面 問
8,9)は宿題の 3 回目から
この 2 回目の 10 回連続
して出題していた。  
 20 7 年 1 月 7 日 (土 )
の授業内で 22 問の実力
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3-2 試験結果  
 正解なしが 3 人 (2.1%)から最高は 16 問正解が 1 人 (0.7%)、平均得点 6.2 問 (正答率 28.2%)
であった。特徴としては 3 問正解者 16 人 (11.3%)と 8 問正解者 19 人 (13.5%)の山ができた
ことである。受験者 141 人には 2 つのグループが存在していたことになる。仮に 8 問正解





3-3 個別の問題についての考察  
問題 1 仕入れ値の 4 割の利益を見込んで、4900 円という定価をつけた商品がある。この
商品の仕入れ値はいくらか。【選択肢略】  
「原価 ( 値 )1000 円に 4 割の利益を見込んで定価をつけたが売れなかったので定価の 2
割引きで売ったら売れた。利益はいくらか」という宿題は 5 回出題した (数値はその都度変
更 )。しかし、今回のような仕入れ値を求める計算方法での宿題は 2 回しか出しておらず、
類似問題とはいえ、正解率は 42.6%と期待よりは低かった。  
問題 2  0～3 の数字が書かれた 4 枚のカードで 3 桁の整数をつくると何通りできるか。
ただし、百の位には 0 の数字が使えないので注意のこと。【選択肢略】  
宿題では「0～4 の 5 枚で 3 桁をつくると何通りできるか」と用いる数字が 1 つ多く、さ
らに但し書きもない。宿題では 3 度しか出していなかったが、今回では最も正答率が高い
61.7%であった。2 量の関係よりも理解度が高い。  
問題 5  2 本の給水管 P と Q を用いて水槽の水を入れると給水管 P だけでは 20 分、Q
だけでは 30 分かかる。この水槽に 1/4 の水がすでに入っているとき、給水管 P と Q を同
時に使って水を入れると何分で満水になるか。  
 宿題では 4 回出題していたが、常に空の水槽に水を入れる問題のみ課してしたため、試
験のように、あと 3/4 を給水するという問題は難易度が高かった。そのため、正答率は 22%
と振るわなかった。しかし、演習の効果を測定した都内中堅大学における先の演習の結果































































The Effect of Active Learning for Large-class Lectures
Keiji ITOH
【abstract】
How to improve student’s basic academic skills becomes the major problem in universities and colleges. It 
is not effective that we give those low-level students research and discussion which have been typical in higher 
education institutions.
  Instead of these method, we tried slight exercises and homework in large class composed of over 100 
students. Students challenged introductory three questions at the beginning of the class, and concluded with 
solving last question. 
  The examining indicated that students who took active learning marked high-score at comprehension test in 
comparison with those who took lectures passively.
  The research also showed further two points of improvement. One is how to secure sufficient time to 
teach necessary contents while doing exercises. The other is how to treat students in large class as individuals 
considering each academic achievement and willingness.
【key words】
active learning,  homework,  exercises,  academic achievement
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